
2024 年度 第 5 回 環境共生部会 レジメ 

日時：2024 年 7 月 30 日（火）13：00～14：00 

場所：OBP 協議会事務所 ※zoom 併用   

 

【議 題】 

１. OBP Blooming Place の拡張について 

① 拡張に係る事業スケジュール案（version3）について 

 

② 植栽升の使用に関して地権者と締結する覚書（案）について 

 

③ 新規植栽業務及び維持管理業務の委託契約の締結について（報告） 

 

④ その他 

(ア) 第三者による花壇への行為に関する報告 

 

 

２. 次期中期 3 か年計画の策定について 

 

３. その他 

 

 

 

次回  2024 年度第 6 回 環境共生部会開催予定 

日時：2024 年 9 月 3 日（火）13：00～14：00   

場所：OBP 協議会事務所 ※zoom 併用 



2024 年度 

第 5 回 環境共生部会 

【資料】 

日時：2024 年 7 月 30 日（火）13:00～14:00 

場所：OBP 事務局＋オンライン（Zoom） 



OBP Blooming Place 拡張スケジュール案（version3）及び環境共生部会全体スケジュール案

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度
補助金関係

●申請手続
き開始

●交付決定
（2024.6.
26付け交
付決定通
知）

●事業完了
届

2025年度
補助金関係

●概算要望 ●本要望 ●交付内定
（2025年
4月）

環境共生部会
（第１火曜
日）

●事業計画
検討

●ワーカー
交流事業の
実施検討

●ワーカー
交流事業の
実施に向け
た検討

●2025年
度事業計
画・予算検
討
●中期計画
検討

●ワーカー
交流事業実
施（10月
末～11月
以降で実施
検討）

●2025予
算承認

●中期計画
承認

地権者調整 ●調整 ●覚書締結

事業委託 ●実施に向
けた調整

●委託契約
締結
（2024.07
.10付け） ●施工に向

けた検討調
整

●デザイン
案の決定

●拡張部分植栽
（10月12日～11月1日
の間で10日程度で施工完
了、11月より維持管理開
始）

1. まちなかウォーカブル推進事業補助金について
① 2024年6月26日 交付決定通知
② 交付決定額：170万円（補助率1/2）

2. OBP Blooming Place 拡張に関する今後の検討事項
① 事業内容・スケジュール検討（2024年度～2025年度）
② 拡張部分の植栽に向けた委託事業者（株式会社グリーンチーム）との調整
③ 予定地地権者と覚書のまき直し・締結
④ 2025年度補助申請手続き など

3. 環境共生部会の2025年度事業計画・予算案の検討並びに次期中期3か年計画の検討

20240730 第5回環境共生部会資料
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案 

「OBP Blooming Place」の日常管理に関する覚書 

○○株式会社（以下「甲」という。）と一般社団法人大阪ビジネスパーク協議会（以下「乙」とい

う。）は、甲が所有する敷地内の植栽升を乙が無償で借用して乙が整備し管理する「OBP Blooming 

Place」（以下「本区画」という。）の日常管理に関し本覚書を取り交わすものとする。 

（目的） 

第１条 本覚書は本区画 の日常管理に必要な事項を定めることを目的とする。 

（対象場所及び数量） 

第２条 本区画の の場所及び数量は次の各号に定めるものとする。 

（１） 場所 別紙図面の通り

（２） 数量 植栽升○○か所

（日常管理） 

第３条 本区画 の日常管理については、次の各号に定めるものとする。 

（１） 乙は、自らの責任と費用負担において、善良な管理者の注意義務をもって、適正に植栽、植

替え、潅水、堆肥施用、除草、防虫等を行うものとする。但し、甲は、以下の（６）の協力が

可能な場合は合理的な範囲で潅水に協力するものとする。 

また、日常管理について不測の事態が生じた場合には、その都度甲乙で協議するものとする。 

（２） 乙は、作業にあたり通路通行、その他甲が所有する敷地及び同敷地上の建物、その利用者ら

の支障にならないように注意し、万一、本区画の設置、その日常管理その他乙の行為（不作為

を含む）に起因する事故、トラブル、苦情等が発生した場合は乙の責任において処理するもの

とする。 

（３） 乙は、植替え等で発生した不用な資材等を自己の責任において適正に処分するものとする。 

（４） 乙は、甲の求めに応じて、書面により活動状況の報告を行うものとする。

（５） 甲は、潅水に際して水栓の利用に協力するものとし、通常の使用量の範囲にある限り本区画

の日常管理のために用いられる水道の使用料は求めないものとする。 

（６） 甲は、甲が管理する他の植栽と併せて、本区画の潅水を実施できる場合には協力するものと

する。 

（期間及び期間の延長） 

第４条 本覚書の有効期間は、2024 年 10 月○○日から 2025 年 3 月末日までとする。なお、甲また

は乙より期間終了日の２週間前までに期間終了の書面による通告がない場合、本覚書は、同一条件

でさらに１年間継続し、以後も同様とする。 
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（覚書の変更） 

第５条 甲及び乙は、本覚書に定める各条項を変更しようとするときは、その都度甲乙で協議するも

のとする。 

（覚書の解約等） 

第６条 甲又は乙は、事業の継続が不可能であると認める時は、その都度甲乙で協議の上、本覚書を

解約することができる。 

2  乙は、事由のいかんを問わず本覚書が終了した場合、自らの責任と費用負担において、本区画 に

植栽した植物等を撤去し、原状に復するものとする。 

（その他） 

第７条 本覚書に定めのない事項が生じた場合、又は本覚書に疑義が生じた場合は、甲乙協議して定

めるものとする。 

2  2022年 10月○○日付けで締結した「OBP Blooming Place」の日常管理に関する覚書は、本覚書

の締結の日をもって廃止するものとする。 ※この条項は新規締結の社様には不要です。 

（管轄裁判所） 

第８条 本契約に関し、甲・乙間に紛争が生じたときは、大阪地方裁判所又は大阪簡易裁判所を第一

審の専属的合意管轄裁判所とすることを甲・乙はあらかじめ合意する。 

本覚書の証として、本書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有するものとする。 

2024年 10月○○日 

甲 （住所）

（法人名）

（契約権限者氏名）  印 

乙 大阪市中央区城見２丁目１番 61号

ツイン 21MIDタワー 31階

一般社団法人 大阪ビジネスパーク協議会 

代表理事 田ノ畑 好幸  印 
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20240730 第5回環境共生部会 資料 

第三者による花壇への行為に関する報告 

事象概要 

株式会社グリーンチーム様が、2024 年 7 月 20 日（土）の維持管理作業時に寝屋川沿い花壇の「アリウム丹頂」が抜か

れて捨てられたと思われる状況を確認しました。花壇が荒らされた形跡はなく、枯れていると思われて誰かが手を入れた

可能性なども考えられますが、事実結果について環境共生部会に報告いたします。 

【経過】 

発見日時は、7月 20 日（土）13:40 です。その前の管理作業日の 7月 13 日（土）am9:20〜pm13:00 以降、

7月 20 日（土）13:40 の間に発生していますが、具体の発生日時の特定はできません。 

             

注意看板（2023 年 7月設置済み） ※歩道レベルと遊歩道レベルの２箇所に設置 

 

花壇の に          

 の花壇は、     の 可を て     会が  の ー

  ーと  に維持管理をしている花壇です。

 0  もの   を   わせた チ  リ      ー 

ンで、   とに見 が る花壇です。   が せる  で 

特な  と  を    とともに  し く さい

  社          ー   会

  い わせ 0   94  1310

        m      a     ン 

捨てられていた位置（右が花壇） 左写真の拡  
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～大阪ビジネスパーク 中期３カ年計画（2022-2024）～

「ＯＢＰの特性を活かしたエリア価値創造に向けて」

2022年２月９日

一般社団法人 大阪ビジネスパーク協議会

2022年２月９日
第３回理事会承認決議
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大阪都心東部地区の拠点となる「公園の中のビジネス街」

～京橋・大阪城公園との一体的なエリアブランディングによるOBPらしいにぎわい交流づくり～

ＯＢＰの将来ビジョン

＜取り組み方針＞

１．大阪城公園の玄関口にふさわしい高質なビジネス街

• 京橋・大阪城公園と一体となって文化･ビジネス交流と魅力を提供する、複合的な国際拠点機能を整備

• 日本を代表する企業本社等が集積する国際的な高次都市機能の更新及び充実・強化

• 大阪都心随一の空地率を誇るオープンスペースと超高層ビル群、高品質な公共空間が織りなす上質な都市景観形成

２．豊かな公的空間を活用し、エリア回遊性を向上するOBPらしいにぎわい交流空間の創出

• 京橋・大阪城公園と緊密に連携し、建物低層部、公開空地、道路等が連続するにぎわい豊かな歩行者空間を演出

• 敷地面積の約4割を占める緑豊かな公開空地等の積極活用により、多様なニーズに応えるにぎわいと交流を創出

• 恵まれた水辺環境を活用し、水辺とまちを繋ぐ親水性の高い憩いの空間を整備

３．脱炭素かつ安全安心を目指した人と地球にやさしい街づくり

• ワーカーの健康や安全、はたらきやすさに配慮した、知的生産性向上につながる国際水準のオフィス環境を整備

• 立地企業間の協調や最新の環境技術の導入など、都市の脱炭素化やSDGsの実現を目指したまちづくりの促進

• 京橋や大阪城公園と共に地域の事業継続性確保に取組む、災害に強いまちづくりの促進

従来のオフィス街に見られない緑と太陽を享受しながら、

しかも高度に組織化された明日のビジネスパークを実現すること

＜コンセプト＞

＜大阪ビジネスパーク計画1969 開発コンセプト＞

2
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1.ガバナンスの強化（定款類、顧問弁護士、体制）
2.まちの共用施設の適切な維持管理（埋設管、街路灯）
3.交流促進によるコミュニティ活性化
4. ICTを活用したエリアのスマート化

1.都市再生推進法人化の検討
2.都市再生整備計画の検討
3.にぎわいづくり（公的空間の利活用含む）

1.エリアとしての省エネルギ―取組
2.環境共生の実現

1.防災担当者会議等の開始
2.避難誘導訓練等の実施
3.災害行動マニュアル等の充実
4.共同インフラ整備及び運用計画作成及び関係者調整
5.都市再生安全確保施設に関する調査等
6.ハード事業

現行中期３カ年計画2019-21の中間成果➀

環境共生

安全安心

活力魅力１

２

３

戦略項目 活動計画

０

大阪都心東部地区の拠点となる

「公園の中のビジネス街」 エリマネ強化

1. 大阪城公園の玄関口にふさわしい
高質なビジネス街

2. 豊かな公的空間を活用し、周辺エ
リアとの回遊性を向上するにぎわ
い交流空間の創出

3. 低炭素かつ安全安心を追及した人
と地球にやさしい街づくり

ビジョン

エリマネ強化：〇顧問弁護士・司法書士等の支援体制を構築し、会社組織としての運営体制を強化
：△埋設管の現況状況調査・課題整理を推進するも、共有資産の管理運用ルールの検討は継続中
：△コロナ影響もあり、ワーカー交流への取組方針等は具体化に至らず
：△屋外喫煙対策の検討等、新たな課題への対応が必要
：〇WEB会議対応体制を構築し、コロナ禍においても継続的な協議会運営を実施

活力魅力 ：△都市再生推進法人化・都市再生整備計画は現時点ではメリットが見えず、中長期的な検討テーマへ移行
：△にぎわいづくりの方向性について、ゼロベースから方針を検討し、灯り系事業等の取組みを検討中

環境共生 ：〇簡易地域エネルギーマネジメントシステムの構築・運用を開始（2018年）
：〇環境共生に向けた取組みとして、エリアとしての植花活動の取り組みを開始（2021年）

安全安心 ：〇防災担当者会議や避難誘導訓練の継続実施を通じて、災害行動マニュアル等の充実化を実施
：△実効性のある非常時の運営体制の仕組みづくりの検討が必要

３カ年計画の中間成果（積み残し課題等）

3

18 ページ



現行中期３カ年計画2019-21の中間成果② 4

１．就業者数の変化

（参考）路線価動向

城見1丁目交差点付近はH30-R２の3年間で20~22％up

過去3年間で40,543人→43,662人と約3千人増加

年度平均乗車数 H28 H29 H30 H30/H28

JR
大阪城公園駅 12,246 12,999 12,878 105%

京橋駅 131,880 133,799 135,294 103%

京阪 京橋駅 93,950 93,888 93,880 100%

大阪メトロ 大阪ビジネスパーク駅 6,350 6,231 6,938 109%

路線価の推移（千円/㎡）

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R2/H30

城見１北 790 870 950 120%

城見１南 830 920 1,010 122%

城見１東 830 920 1,010 122%

城見１西 830 920 1,010 122%

２．開発動向

OBP地区内の全敷地の開発が完了

2021年4月竣工 2022年秋開業(予定)

京阪神OBPビル 山王美術館移転讀賣テレビ新社屋

2019年9月開業

（参考）近傍駅の鉄道利用数

JR、大阪メトロに微増ではあるが伸びが認められる。
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女性 (人） 男性 (人) 事業所数

2021.6.1現在 43,662人 （対2018比 3,119人増加）
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新中期3カ年計画2022-24の位置づけ

OBPリノベーション事業の推進（2011年~2015年）

取組みの背景

技術実装・サービス開始へ向けた中期3カ年計画（2016年～2018年）

テーマ：「 リノベーション型スマートコミュニティ 」に向けて
H27~28 環境省「余剰地下水等を利用した低炭素型都市創出のための調査・検証事業」推進
H27 都市再生緊急整備協議会（法定協議会）設立、都市再生安全確保計画策定
H27~29 国交省「都市再生安全確保促進事業」推進
H29 30周年記念シンポ

次期3カ年計画の位置づけ

ＯＢＰの特性を活かした価値創造に向けた活動指針の再構築

5

OBP地区の課題・ニーズを踏まえた活動方針の再整理と活動内容の具体化
各推進事業における顕在化した課題の解決 及び 将来像の明確化

更なる事業領域拡大の可能性検討へ向けた中期3カ年計画（2019年～2021年）

テーマ：「 20年後を見据えた持続的発展が可能な事業基盤の構築」
H31 市との協議結果を踏まえ、都市再生推進法人化･パークアベニューの取組み方針を見直し（中長期検討テーマ）
R1～2 都市再生部会内にタスクチームを組成し、ＯＢＰとしての賑わいづくりのあり方をゼロベースで議論
R1～2 国交省「都市再生安全確保促進事業」、簡易ＡＥＭＳ・植花活動等の取組みを推進

⚫ エリア間競争の激化/ビジネスエリアとしてのイメージ低下
⚫ 街開きから約30年が経過し、大規模改修、機能更新の時期を迎える
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新中期3カ年計画2022-24の基本方針

「ＯＢＰの特性を活かした価値創造に向けた活動指針の再構築」

３ヵ年の基本方針

テーマ

特性➀：４万人を超える地区内ワーカーの集積

• ワーカー目線かつ実需を踏まえた取組みの推進（継続的なアンケートの実施･活用 等）

特性②：豊かな水と緑、近代的ビル群が織りなす都市景観

• 喫煙対策･清掃活動等による屋外空間の美観維持方策の検討と推進

• パークアベニュー沿道の並木や河川公園・公開空地を軸とした緑化空間の魅力向上

• 夜間景観の見直し等を通じた現代的ビジネス街に相応しい景観の形成

特性③：大阪城公園や京橋駅と一体となった大阪都心東西軸の拠点立地

• 大阪城公園ＰＭＯや周辺鉄道事業者、大阪公立大学等との更なる連携強化

• 2025大阪･関西万博･臨海部開発との連携･相乗効果を図る空間整備･活動の展開

特性④：全地権者による共有インフラ資産（街路灯・埋設管等）

• 老朽化･劣化資産の持続的な維持管理ルールの策定

• 老朽化資産の更新によるエリア価値向上策の検討（街路灯更新による景観・防災性向上）

特性⑤：設立50年を超える全地権者で構成されるエリアマネジメント組織

• エリア一体の防災･省エネ活動の持続的かつ発展的な取り組みの推進

• 過度な予算負担を避けた実現可能性の高い持続性に優れた事業計画の策定

6
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特性

➀

新中期3カ年計画2022-2024の基本方針

「ＯＢＰの特性を活かした価値創造に向けた活動指針の再構築」

テーマ

7

⚫ アンケート調査等を通じたワーカーニーズを継続的に把握する仕組みを検討

⚫ 各種協議会活動におけるワーカー意向の反映、ワーカー参加の仕組み等を継続検討

特性
➊

ワーカーニーズの把握

ワーカーの意向・評価に基いた
各種活動のブラッシュアップ

ワーカー満足度向上への取り組み

各種既存活動における
ワーカーの参加・連携の仕組みの検討

ワーカーニーズに基づく
新たな取り組みの継続検討

アンケート調査等を通じた実需把握

会員企業ワーカー テナント企業ワーカー
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特性

➀

新中期3カ年計画2022-2024の基本方針

「ＯＢＰの特性を活かした価値創造に向けた活動指針の再構築」

テーマ

8

⚫ 植花活動の推進を通じて、”公園の中のビジネス街”としての更なる魅力強化を推進

⚫ 灯り系事業の検討具体化を通じて、”現代的ビジネス街”に相応しい夜間景観を創出

特性
➋

灯り系事業の検討

（専門家による講演会の実施等）

植花活動の推進

（城見１丁目交差点・寝屋川沿いでの計画検討等）
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新中期3カ年計画2022-2024の基本方針

「ＯＢＰの特性を活かした価値創造に向けた活動指針の再構築」

テーマ

9

2021年10月竣工予定

NTT西日本新本社ビル
（大阪研修センタIII期）

2025年開業目標

難波宮跡公園整備事業

•史跡公園との一体となった商業
施設・情報案内施設

2025年春開業予定

2024年開業予定

(仮称)大手前一丁目ＰＪ

•日経新聞大阪本社跡地における
ホテル･事務所･テレビスタジオの
複合開発

2025年春開業

大阪公立大学
森ノ宮新キャンパス:１期

•約7,000人の学生や教職員が利
用する都心メインキャンパス

時期不明

イオン京橋跡地開発

2025年大阪・関西万博

特性

➀

⚫ 新中期３カ年計画が完了する2025年以降、周辺開発が更に活発化

⚫ 地区内外の関係者との連携を強化し、周辺エリアとの一体的なまちづくりを推進

特性
➌

京橋
エリア

大阪城東部
エリア

法円坂
エリア

天満橋
エリア

大手前
エリア

大阪城公園駅
エリア

公共船着場整備
（2023年初旬）

ＯＢＰ地区

法円坂北特定街区開発
（NTT西日本本社所在地）
•大阪城・大阪都心部を一望でき
る高規格ホテル
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新中期3カ年計画2022-24の基本方針

将来を見据えた活動基盤の構築
• 適切なルールに基づくまちのインフラ管理
• 環境美化と適切な喫煙対策の検討
• スマートな協議会運営基盤の構築と運用
• 周辺エリアとの連携強化

３ヵ年の活動目標

環境共生

安全安心

活力魅力１

２

３

戦略項目

０
大阪都心東部地区の拠点となる

「公園の中のビジネス街」

協議会活動の
基盤強化

1. 大阪城公園の玄関口にふさ
わしい高質なビジネス街

2. 豊かな公的空間を活用し、
周辺エリアとの回遊性を向
上するにぎわい交流空間の
創出

3. 脱炭素かつ安全安心を追及
した人と地球にやさしい街
づくり

ビジョン

10

共助による「災害レジリエンスの高いまち」へ

• OBPの特性を踏まえた共助のルールづくり

OBPの特性を活かした「オンリーワンのビジネス街」へ

• 景観価値の更なる向上に向けた灯り系事業の実行を目指すと
共に、4万人超のワーカー集積を活かした交流・情報発信の
あり方を検討

地域資源を活用した「環境共生都市」へ

• エネルギー対策を着実に進める一方で恵まれたOBPの自然環
境をまちづくりにどう活用するかを検討し実施に移す
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1. 適切なルールに基づくまちのインフラ管理（埋設管・街路灯）
2. 環境美化と適切な喫煙対策の検討（屋外喫煙対策等）
3. スマートな協議会運営基盤の構築と運用（クラウドデータ活用、リモート会

議等）
4. 周辺エリアとの連携強化（京橋・大阪公立大学等）

1. エリアとしての省エネルギー取組
2. 環境共生の実現環境共生

安全安心

活力魅力１

２

３

戦略項目 活動計画

1. 安全安心部会・防災担当者会議を通じたコンセンサスの形成
2. OBPの特性を踏まえた共助の仕組みの構築（災害時対応訓練な

ど）
3. 災害行動マニュアル等の充実
4. エリアの災害対応用備品等の運用計画作成及び関係者調整
5. 都市再生安全確保計画に関する調査・検討等
6. 防災WEBシステムの構築と適切な運用
7. 防災担当者会議等の開始

8. 避難誘導訓練等の実施

9. 災害行動マニュアル等の充実

10. 共同インフラ整備及び

1. 景観形成への取組み
2. ワーカー交流への取組み
3. 情報発信･エリアプロモーションの取組み

11新中期3カ年計画2022-24の基本方針

協議会活動の基盤強化

０
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協議会活動の基盤強化０

1.適切なルールに基づくまちのインフラ管理（埋設管・街路灯）
①埋設管の管理方針等に基づく共用施設の適切な維持管理
②まちの景観形成と防犯や安全の視点からの街路灯のあり方検討

2.環境美化と適切な喫煙対策の検討
①エリアの各主体が協働した環境美化活動の推進
②根本的な路上喫煙対策の検討

3.スマートな協議会運営基盤の構築と運用
①クラウドデータの活用
②リモート会議等ICTの活用・
③円滑な組織運営に向けた部会のあり方等の検討

4.周辺エリアとの連携強化
①大阪公立大学新キャンパス等の周辺開発や大阪･関西万博に向けた取組み等
の周辺エリア動向に応じた連携の検討・強化

12
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活力魅力２

1. 景観形成への取組み
① 灯り系事業の検討・推進
② 協議会資産の有効活用検討（パークアベニュー街路灯等）
③ 清掃活動・植花活動等との連携

2. ワーカー交流への取組み
① 協議会の既存活動におけるワーカー参加・連携の仕組み検討

3. 情報発信・エリアプロモーションへの取組み
① ホームページの持続的な情報更新の仕組みづくりと運用
② ＳＮＳを活用した効果的な発信コンテンツの継続検討

13
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環境共生３ 14

1. エリアとしての省エネルギー取組
① 簡易AEMS運用
② 先進事例の勉強会実施・当地区への導入検討

2. 環境共生の実現
① 生物多様性に富んだ環境づくり
② ワーカーのための快適空間づくり
③ 定量的な環境評価（緑地面積、利用促進等）
④ エリアの持つポテンシャルの調査・評価
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安全安心４

1. 安全安心部会・防災担当者会議を通じたコンセンサスの形成

2. OBPの特性を踏まえた共助の仕組みの構築
➢ 災害時対応訓練等の実施 など

3. 災害行動マニュアル等の充実

4. エリアの災害対応用備品等の運用計画作成及び関係者調整

5. 都市再生安全確保計画に関する調査・検討等

6. 防災WEBシステムの構築と適切な運用

15
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ＯＢＰ協議会
適切なルールに
基づくまちのインフ
ラ管理

路上喫煙禁止区
域指定に向けた
検討

都市再生部会

環境共生部会

安全安心部会

不動産
開発
動向

周辺
地区

活動全体スケジュール
～2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

大阪公立大学森ノ宮新キャンパス１期 2025年春開業

景観形成

ワーカー交流

情報発信
ｴﾘｱﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

検討メニューの整理

16

省エネ取組み

環境共生実現

簡易AEMS運用

2021植花活動開始 継続実施・ワーカー協働の取組み・対外発信

AEMS実施運用・先進事例調査

活動評価・改良検討

事業評価によりAEMS継続

効果・成果等の事業評価

事前調査･方針検討 計画検討 本格実施

アンケート実施
各種協議会活動との
連携方策の検討 ワーカー参加・連携の取組み実施

HP・SNSの運用・改善検討ＨＰリニューアル
SNS事業実施

難波宮跡公園整備事業 2025年春開業目標

難波宮跡公園整備事業 2024年春開業目標

エリア全体の訓練実施 ＯＢＰの特性を踏まえた災害時対応訓練の検討・実施

防災・防犯のエリア課題の検討

部会等会議の開催

災害時対応訓練

防災・防犯の課題検討

会議の運営 安全安心部会・防災担当者会議によるコンセンサスの形成

埋設管の
管理方針の策定

街路灯の将来方針の決定
（都市再生部会と連携）

埋設管の管理方針に基づく適正運用

方針に基づく街路灯の更新等
（都市再生部会と連携）

街路灯
点検調査の実施

大阪市関係部局
と事前協議

具体的協議/
指定手続

関西
大阪
万博

4/13～10/13
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～2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

１.スマートな協議会
運営基盤の構築

２.適切なルールに基
づくまちのインフラ
管理（埋設管・街路
灯）

３.環境美化と適切な
喫煙対策の検討

路上喫煙禁止区域
指定に向けた検討
（※大阪市未調
整）

４.周辺エリアとの連
携強化 大阪公立大学、京阪等のエリア連携の検討・推進

17

クリンアップキャンペーン・毎週清掃活動

協議会活動の基盤強化（2022～2024年）０

大阪市関係部局
と事前協議

具体的協議継続

大阪市内部調整 指定手続

環境改善の状況分析と対応策の検討

埋設管の管理方針に基づく適正運用

HPの地権者サイトの
構築

協議会データへのアクセスビリティの向上やリモート会議の活用

部会のあり方の検討などによる円滑な組織運営

埋設管の管理方針の策定

街路灯の将来方針の決定
（都市再生部会と連携）

管理方針による必要な協
定の見直し等

方針に基づく街路
灯の更新等

（都市再生部会と
連携）補修等の緊急対応の実施街路灯点検調査の実施

2025トピックス

大阪公立大学森ノ宮キャ
ンパス開設、大阪万博等

予算のあり方検討 予算方針に基づいた適切かつ円滑な予算活用

喫煙者対策の検討
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ＯＢＰ都市再生事業3カ年計画（2022～2024年） 18

～2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

都
市
再
生

１．景観形成への取組み

➀灯り系事業の検討・推進

②協議会資産の有効活用検討
（パークアベニュー街路灯 等）

③清掃活動･植花活動等との連携

２．ワーカー交流への取組み

➀協議会の既存活動における
ワーカー参加・連携の仕組み検討

３．情報発信・エリアプロモーションへの取組み

➀ホームページの持続的な情報更新の
仕組みづくりと運用

②ＳＮＳを活用した
効果的な発信コンテンツの継続検討

ホームページ運用

アンケート実施

効果的な発信コンテンツの継続検討

ホームページ
リニューアル

情報更新の仕組みの評価・改良検討

ワーカー参加・連携の実施各種協議会活動との
連携方策の検討

検討・活動実施（随時）

本設整備実施

検討メニューの
整理

事前調査･方針検討

ex.社会実験の実施

ex.セミナー開催

ex.事例調査

計画検討

ex.夜間景観ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定

ex.協議会資産の整備計画
(ﾊﾟｰｸｱﾍﾞﾆｭｰ街路灯等)

本格実施

ex.夜間景観ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ運用

ex.協議会資産の整備
(ﾊﾟｰｸｱﾍﾞﾆｭｰ街路灯等)

計画検討方針検討

活動見直し
改良検討

取組評価
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ＯＢＰ環境共生事業3カ年計画（2022～2024年） 19

～2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

環
境
共
生

①エリアとしての省エネルギー取組み

AEMSシステム構築・運用

先進事例の勉強会実施・当地区への導入検討

②環境共生の実現

生物多様性に富んだ環境づくり

ワーカーのための快適空間づくり

定量的な環境評価（緑地面積、利用促進等）

エリアの持つポテンシャルの調査・評価

部会間連携

AEMS実施

2018システム構築
運用

植花活動検討・実施
生物多様性の学習会

評価・対外発信

植花活動検討・実施
生物多様性の学習

2020エリアのコロナ対策共有
その他について継続検討

実施検討
事例調査

取組み実施

継続検討

【植花活動】
継続実施・ワーカー協働の取組み・
対外発信

他の取組みを継続検討

活動見直し
改良検討

継続検討 調査結果に応じた整備実施

継続検討

効果・成果等の事業評価

活動評価
改良検討

2024.3.31契約終了

評価結果によりAEMS継続実施
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OBPの特性を踏まえた共助
の仕組みの構築

（災害時対応訓練等の実
施 など）

災害行動マニュアル等の
充実化

災害対応用備品等の運用
計画作成及び関係者調整

都市再生安全確保計画に
関する調査等

防災WEBシステムの適切な運用などOBPの特性を踏まえた災害時対応について
検討・実施・検証

ＯＢＰ安全確保事業3ヵ年計画（2022～2024年）

2022年度 2023年度 2024年度～2021年度

OBP全体訓練
の実施

改定、充実化

テント・トイレ等の
災害対応用備
品の整備備一旦

完了

災害対応用備品等の適正運用と運用改善

「災害時対応訓練」の継続実施による共助体制の構築

必要に応じて更新追加検討

20

OBPの特性を
踏まえた訓練
の検討・実施

覚書締結・運用

防災WEBシステムの構築

必要に応じて調査・検討

PDCA
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